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（前年同月比：％） 7月 8月 9月 10月 11月 12月 上期 1月 2月 3月 4月 5月 6月 下期

既存店 売上高 106.1 106.8 102.6 103.9 105.2 104.3 104.8 104.9 109.9 110.6 102.5 105.2 108.0 106.8 105.8

売上高 112.3 110.8 106.5 105.5 108.6 108.6 108.7 109.1 114.4 115.6 107.3 109.1 112.0 111.2 109.9

新規出店数 0 0 1 13 9 8 31 1 1 3 3 1 1 10 41

閉店店舗数 0 0 3 1 0 1 5 0 0 1 2 0 0 3 8

全店舗数 285 285 283 295 304 311 311 312 313 315 316 317 318 318 318

※ 売上高の前年同月比はPOSデータに基づいた速報値であり、決算数値と異なる可能性があります。

※ 概況コメント欄の天候は、当社店舗が多く所在する福岡県を中心に記載しております。

※「グロサリー」は菓子類などの加工食品、「デイリー」は卵や乳製品などの日配品、「フレッシュ」は生鮮四品(青果･精肉･鮮魚･惣菜)、「ハード」は家電製品などの耐久性商品、「アパレル」は衣料品を示しております。

　概況コメント

（環境）当月は、休日が前年と比較して2日多いカレンダーで、既存店売上高の押上効果は2.8ポイントでした。気温が30度を超える真夏日となる

　　　　日がありました。月後半は梅雨入りして、雨天日が多くなりました。

（商品）当月をもって、既存店売上高は37ヵ月連続前年を上回りました。お客様来店数の増加がけん引して、大変強い売上高成長を果たしました。

　　　　食品は、即食や時短をテーマとした商品が好調となりました。カップ飯や調味料が貢献したグロサリー、冷凍食品や氷菓などが伸長した

　　　　デイリー、カット野菜や弁当惣菜が高い売上高成長率を記録したフレッシュ。いずれも品揃えと価格提案が奏功しました。

　　　　非食品は、気温上昇が夏物商品の需要を喚起しました。冷感機能付き寝具やサーキュレーターなどの季節家電が堅調となりました。

（店舗）6月度の新規出店 1店：スーパーセンター古賀花見店(福岡県)、閉店：0店、改装リニューアルオープン：3店

　当月をもって2024年6月期決算期を迎えましたが、当期中における出店は41店の一方で、8店を閉店したことから、期末店舗数は318店となりました。

　トライアルホールディングスの2024年6月期における決算発表は、8月13日(火)を予定しております。
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